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１．活動：放置されていたが2年前に自動車関連会社が資金を出して設備を整備して再開された測

定センターである。

２．事業：精密測定、セミナー、コンサルタンシー

３．社員数：9名（現地人5名、日本人のシニアボランティア4名）

４．設備：三次元測定器、引っ張り試験機、疲労試験機、定盤とゲージブロックとマイクロメ－ター

各種　

５．現地スタッフについて：きちんと勉強しDiploma を取得したものは自分で考えて実地もできる

が、勉強していないものは言われたことしかできない。

１．製品：Sheet metal parts、Fuel tank、Water tank、Panels

２．社員数：190 名

３．設備：Hydraulic press、Mechanical press、Seam welding machine Die making machine Comments

４．工場内は狭く中間在庫多い。生産能力を増加するために 5S の改善を進めることを要す。

５．工場の責任者はパキスタンホンダのOBで日本での5ヵ月研修の経験もあり、日本式経営方式

を解している。パキスタンの教育制度についてのコメント：学卒のマネジャーは現場に入ろうと

しない。エリート養成機関が教育省、熟練工養成機関が労働省である。労働省傘下の職業訓練校

は産業界に密着しているが、教育省傘下のNISTE は業界にもっと近づくべきだ。

１．創立1971年。従来はフィリップの照明器具の下請けだったが、プレス機械を生かして自動車

部品に手を広げた。

２．製品：SUZUKI、HONDA、HINO 向けパネル

３．社員数：400 名

４．設備：油圧プレス、クランクプレス、シアー、溶接機など加工機械と各種検査機器が充実して

おり品質管理のレベルは高い。

Manager の Mr. Kahn は Pak Swiss を卒業し 4年の実務経験後Diploma を得ている。

金型製作が課題。

５．工場内は狭く中間在庫多く、通路もない。5Sは良くない。パネルの種類が多く完成品在庫も

多い。生産管理の改善が必要。

３．訪問先企業概要

（1）機械分野

企業名・団体名
（所在地）

AT&T Automotive Testing & Training Centre
LTD. (Karachi)

業種 検査・コンサルティング

企業名・団体名
（所在地）

YUSUF Industries AGRI LTD.
(Karachi)

業種 自動車部品＆
アクセサリー工業

企業名・団体名
（所在地）

Karachi Luminaire
(Karachi)

業種 自動車部品＆
アクセサリー工業
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１．製品：自動車用変速機や歯車など高精度部品と、旋盤など工作機械の設計生産も行っており高

い技術を有している。

２．社員数：1,500 名

３．設立：1968 年スイス Oelikon Buhrle 社と技術提携

４．歯車の仕上げ工程のシェイビング工具の再研磨をヨーロッパに依存している。今後乗用車の変

速機の生産に取り組む予定。シェイビング工具の再研磨の内製化が必要。

５．ポリテクや工科大学の卒業生に関しても入社後 3～ 6 ヵ月の教育を行っている。

６．高卒に対する教育

　2年コース：訓練生 83 名　機械保守

　3年コース：訓練生 55 名　製図、機械、金型モデル、日程管理

７．見習い工制度：Apprenticeship

８．教育機関のカリキュラム改訂に関しては、カリキュラム委員会が定期的に開かれており、産業

界の要求は反映される仕組みになっている。

１．創立 1977 年

２．製品：トヨタ排気管トヨタラジエーター　ISO9002 取得　

３．社員数：400 名

４．金型モデル工場を建設中

　熟練工が不足、社内で訓練。アルミラジエーター開発生産に取り組みたい。アルミ溶接技術の

習得が課題。工場拡張計画中。Toyo Radiator と技術提携

５．既に ISO9002 を取得しているが工場運営、生産管理、品質管理にレベルアップを要す。

１．政府出資による金型、モールド工場建設中

　　建物完成後、型彫機械、フライス盤、ボール盤、旋盤、CNC Machining center、放電加工機な

ど据え付けし最終調整中

２．完成すれば年 200 人の金型技能者を輩出予定

３．金型の受注生産も行う。

４．JICA への支援要請：金型製造、熱処理の技術指導のため専門家の派遣要請

企業名・団体名
（所在地）

Pakistan Machine Tool Factory LTD. (PMTF)
(Karachi)

業種 自動車部品＆
アクセサリー工業

企業名・団体名
（所在地）

Loads Ltd.
(Karachi)

業種 自動車部品＆
アクセサリー工業

企業名・団体名
（所在地）

Karachi tools, Dies & Moulds center
(Karachi)

業種 自動車部品＆
アクセサリー工業
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１．製品：小型乗用車、トラック、マイクロバス

　年産 13 万台の乗用車、トラック、マイクロバスを生産。国産化率は 50％以上

２．社員数：2,500 名（1,800 名：請負工）

　　日本式経営で車体のプレス、組み立て、塗装、総組み立て、エンジン、トランスミッションの

組み立て

３．車体の搬送は自動コンベアーだがロボットはない。

４．最大の課題は出勤率の向上。90％目標

５．ベンダーの育成が課題。購買を徹底すると優れたベンダーが生き残ってくるようになった。

６．パキスタンの教育は丸暗記教育で実地が伴わない。したがって教育を受けた人間は知識はある

が考えることが不得手で決まったことしかできない。この傾向は大学卒でも同じ。

７．電力不足、投石騒ぎなど問題は山積しているがパキスタンの経済は確実に伸びている。SUZUKI

もいい人材を採用しなければならないが、10 年教育を受けた人間を採用して社内で教育する。

Officer は入社後半年間各職場をまわり、教育を受けたあとに配属先を決める。

１．2直 13 万台の能力があるが、今の生産は 5万台　

　　CITY と CIVIC の 2 車種、ACCORD は販売しているが日本から輸入

２．国産化率について

　　CITYで30％程度、現地調達率を上げたら部品の品質が悪く社内での修正が多く車の品質が落

ち、部品を輸入に切り替え現地調達率を下げざるを得なかったこともある。

　　今、鋼材のさび問題を調べている。さびについて全く気にしない。タイで切断してここまで

送ってくるが梱包を開いてからさびが発生している。鋼板を素手でつかむと、そこからさびが発

生していることも分かった。パキスタン人は手袋をしない。

３．図面どおり作れないのが実情。設計図を見せても、図面どおりのものを作れない。ものづくり

のインフラが整っていない。国産化した部品に対して検査設備を完備し徹底した受入検査体制を

敷かないと安心して使えない。

４．社内の資格保持者：Diploma holder 300 名

１．製品：燃料タンク、ウインドウレギュレイター

２．社員数：350 名、Engineer 3、Associated Engineer 21、Skilled 90

３．日本式経営、徹底した 5S：改善推進室がOUBEYA（大部屋）と名づけて掲示し、推進スタッ

フが詰めている。オフィスの大部屋化はできていない。

４．金型内製、CNC M/C  3、Copy Milling 2、etc

５．プレス 10 基、750ton、300ton、100ton、溶接機 12

６．ISO 9000 取得

７．Pak SUZUKI、Indus Motor、Honda Atlas など日系企業から優良会社の表彰多数

企業名・団体名
（所在地）

Pak SUZUKI MOTOR LTD.　
（Karachi）

業種 自動車製造業

企業名・団体名
（所在地）

Honda Atlas Cars Pakistan LTD.
(Lahore)

業種 自動車製造業

企業名・団体名
（所在地）

Metaline Industries LTD.
（Lahore）

業種 自動車部品＆
アクセサリー工業
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１．機械技術製造工業会のつもりで出席したが自動車部品から小物の梱包材、健康、美容関連の商

品の開発製造も行っている中小企業の女性代表者も多く出席した会合であった。女性会員も300

名いるとのこと。

２．自動車部品を作るための人材が不足している。金型作り、CNC機械、アルミ溶接などの技術

が不足している。

３．地方で職業教育に携わった女性から：職業教育は小さいころから始めるべきだ。田舎の子ども

は何も教育されないで都会に出る。そのまま技能を身につけることなく大人になってしまう。

４．元商工会議所の会頭：具体的な話し合いはPrivate sector と進めてしてほしい。政府とのやり取

りは時間がかかり結論が遅い。何よりもまずこのChambers of Commerce にコンタクトしてほし

い。

１．製品：機械部品の設計製作と鋳物粗材。当社は機械部品の設計製作と鋳物粗材の生産だけでな

く機械加工まで一貫生産。

２．社員数：250 名

３．量産品としてはトラクター（Massey Furgason）の地元組み立て工場におけるライセンス生産用

部品として 20kg から 200kg の大型鋳物部品を機械加工仕上げして供給している。

４．エンジンのクランクシャフトなど衝撃強さを要求される部品も球状黒鉛鋳鉄の採用で補給部品

を生産している。

５．部品の設計もCAD CAMで行っており、また鋳物組織検査、強度試験などを行い品質保証体制

も整っている。

６．当社では地元高卒の新人を3年間教育してDiploma取得させ、実務に就かせている。毎年25人

教育しているが、卒業後の進路は学生の選択に任せている。この訓練制度を更に広げることを考

えており、JICA の支援も期待されている。

１．製品：織物及びその原料となる化学薬品の製造。パキスタンで60％のシェアをもつ一大企業グ

ループを形成。病院など福祉施設も充実。60MWの自家発電設備を保有。

２．創業：1956 年、1984 年苛性ソーダの製造開始。企業ミッションは“Growth & Diversity”

３．社員数：1万4,000人。ISO9001/14001認証取得。HRD（人材育成）センターを有し、教育にも

熱心。

４．訪問当日は、DAE卒業者 18名が、自分の経歴・業務を自己紹介。機械、電気、化学の出身者

が多い。入社後は、HSE（健康安全環境）教育を1日実施後は、Hazardと関連技能の教育OJTで

1 週間。DAE は、Supervisor 止まり。

５．新人は、知識はあるが実設備の経験がないので、入社後の教育で補う。知識と実技のバランス

を監視する。最新の設備は、供給者に教育させる。

６．インターンシップは、大学生中心に、毎年 12 ～ 13 名受け入れ。

企業名・団体名
（所在地）

Engineering Components & Machinery
Manufacturing Association of Pakistan
(Chambers of Commerce) (Lahore)

業種
Engineering Components &
Machinery Manufacturing

企業名・団体名
（所在地）

Chenab Engineering Works & Foundry Ltd.
(Faisalabad)

業種 自動車部品＆
アクセサリー工業

企業名・団体名
（所在地）

Sitara Chemical Industries Ltd.
(Faisalabad)

業種 化学・紡績業
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１．事業：ポリエステル製造工場。5工場で600t/day（2002年に400t/day追加）。ポリエステルの国

内シェアは40％。4つの紡績工場（グループ企業）2,000spindle のうち 20％は社内使用。80％は

市場へ。輸出はしない。

２．グループ社員数：技術系7,500名（Engineer 100名、DAE 600名）。本工場（Punjab）では、1,000

名、DAE 150 名。セミあるいは低技能の作業者よりは、DAE の方がよい。

３．設備：最新のものを導入。見学不可。32MWのディーゼル発電設備（新潟鉄工製）。系統から

は受電なし。ソフトは自社製。保守は、自分たちで実施。

４．インターンシップ：大学生 25 名（1月）。DAE17 ～ 18 名受入れ。UET 大学とは連携。

５．ISO9001 取得。品質には満足。

（2）電子・電気分野

１．PEMA会員は、15社。主な会員は6社。Assemmbler、Distributorも会員。25年前（1979～1980

年）PEMA発足。政府の方針の結果、中国からの密輸が入りだし、Sony、JVC、National などと

競争状態となった。国内生産に対する否定的な政策が進められ、部品製作の考えはなくなった。

２．パキスタンの市場：200 万台

・Micro Wave：20 万台、セパレート型AC：70 万台、DVD：20 万台

・VCD50 万台、TV20 万台（うち半分はモニター用 TV）、中国製は半値

・認識されない輸入：中古機は100万台、半値、新製品の密輸は減ったが、中古品のモニターの

輸入は続いている。

３．パキスタンの電子産業は弱い。製造業者にR&D設備はない。TVの組み立てがされているが、

CKDベース。DVD、MicroDVDは SKD。

１．工業会メンバー 11 社

　・FICO Eng’g・Johnson & Phillips・Siemens Eng’G・PEL (Pak Electron)

・Alstom Pakistan・FMCO Industries など、エンジニアリング会社、電機製品、家電製品などの

メーカーも含む。11 社トータルの人数は、1万名

２．各社、欧米の技術（パキスタン法人もある）と提携し、製品化。PELのように、中国ブランド

の CKDメーカーもある。TUVマークを取得し、中東に輸出。

３．F社例：Substation、11KV Switchgear、低圧配電盤、扇風機

　・従業員：200 名、Engineer 9 名、Diploma 6 名、契約ベースで退職者

　・顧客：WAPDA、KESC、政府機関、民間企業

企業名・団体名
（所在地）

Ibrahim Fibres Limited.
(Faisalabad)

業種 化学繊維製造業

企業名・団体名
（所在地）

Pakistan Electrical Manufacturers Association
(Lahore)

業種 電機機械工業会

企業名・団体名
（所在地）

Pakistan Electronics Manufacturers Association
(PEMA) (Karachi)

業種 電子機械工業会
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１．西アジア最大の電機メーカーであり、単体電機品以外に各種プロジェクト（プラント）へのエ

ンジニアリング、製作、納入ができる。輸出も多い。

２．製品・事業分野として、エネルギー・電力、産業用電機、輸送、ビル管理、ヘルスケア、上下

水道、IT など広範囲であり、ハードウェア・ソフトウェアを含む。

３．カラチの事業所の従業員は 1,200 名、協力者を加えると 5,000 名程度。

４．Diploma 保持者は、入社後 3年間のApprenticeship Traininig を強制的に受講させ、技能の中核

として確実に訓練する。Diploma保持者は、Supervisor Level止まりであり、Engineerの仲間に入

ろうとするなら、University を卒業し、Bachelor の資格を持って、入社する必要がある。

５．インターンシップ：毎年、短大・大学から 1,000 名以上の申し込みがあり、250 名を対象に実

施している。期間は、最大6週間。個人別に応募し、訓練の結果は、個人及び短大・大学にフィー

ドバックする。

１．医療・ヘルスケア、教育・訓練、研究開発、品質管理、実験、環境管理及び物質分析などの機

器の販売、設置・エンジニアリング、現場訓練、コンサルティング、アフターサービス及び導入

に対する相談等を事業とする。ISO9001 認証取得している。

２．島津製作所、Feedback Instrument 社（英国）、Armfield 社（英国）、P.A.hilton 社（英国）などの

代理店であり、日本政府のGrantで納入される機器の輸入代行・据え付け・サービスも手掛ける。

３．従業員は約100名。うち、技術38名、営業40名、経営3名。Diploma保持者は11名、大学卒

21 名。

４．同社は、仕事の性質上、Engineer と Supervisor（Diploma）との間の仕事の差はない。Engineer

も現場で、据え付け・調整・教育・サービスをやる。新入社員は、1年間の訓練期間があり、テ

スト（理論・実技）を経て、正式採用する。

６．インターンシップは、4名程度受け入れている。期間は、2～ 3か月。正常な経営をしている

会社であれば、受け入れる義務がある。

１．韓国L/G社のパキスタンの独占代理店である。Balochistan 州のWinder に新工場をもち、従業

員 2,500 人。製品は、韓国、中国から部品輸入し、当地で組み立て。

２．製品は、プラズマTV、液晶TV、従来型TV（年10万台以上）、電子レンジ、セパレート型AC

など。

３．パキスタンの市場は、中国製品が、日本製（JVC、National、Sony、Mitsubishi など）に比べ、

半値である。顧客が、どこまで品質主体に買うか。日本製品は良い。

４．従業員のうち、Engineer は 30人くらい。他のWorker は、Diplomaではなく、もっと低レベル

の教育しか受けていないが、入社後、教育訓練している。

５．韓国人は、各製品部門のHeadのみ。保全も、韓国Engineer 3～ 4人で、あとはローカルでやっ

ている。サービスセンターにも 200 人くらいいる。

企業名・団体名
（所在地）

Siemens Pakistan Engineering Co. Ltd
(Karachi)

業種 Electrical products and Eng’g

企業名・団体名
（所在地）

Technology Links (Pvt) Ltd
(Karachi)

業種 Measuring instruments

企業名・団体名
（所在地）

New Allied Electronics Industries (Pvt) Ltd.
(Karachi)

業種 Home Appliances
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１．パキスタンでのビジネス領域：Industry Automation、Machine Control/Process Control、Power

Transmission/Distribution、SACADA/Telecommunication、AC/D Motor Line、Automatic Voltage

Regulation/Syn.System、System Integration in Pakistan : Engineering, Installation, Commissioning

２．Engineerは 35名（ラホール）、全体で60名、Diploma/Post Diiplomaは 10名。採用は、Engineer

のみ。Diploma とその他のWorker は Project ごと雇う。

３．インターンシップ：毎年5～ 6名。3～ 4ヵ月受入れ。そのうち、50％くらいは、採用する。

４．教育機関に対する要望：

　①　まず、最初に教師を改革し、カリキュラムは、その後でよい。

　②　必要なら、講義にでかける。土曜日は空けてある。

１．同社は、地域の加入電話、携帯電話の運営会社である。

２．全土で社員 6 万名。この地域 3,000 名。Diploma 保持者は、175 名。

３．インターンシップ：毎年 300 名。8 週間まで。

４．電話交換機、電話機は、すべて外国製（交換機：ドイツ製、フランス製、中国製。電話機：Nokia、

三星、Sony、中国）

５．新入社員に対する要望：・計算技術の向上・日常と将来業務のこなし。

６．教育機関への要望：・設備の最新化。・教師は、技術的に遅れている。・カリキュラムは改訂

のこと。・テキストは、定期的に見直すこと。

（3）内装設計分野

１．設立年度：1975 年、年収：3800 万 PRs.

２．従業員数： 70 名、内装設計スタッフ：男 5名、女 5名

３．設計担当者の資格：Degree 資格　男 14 名、女 16 名、Diploma なし

４．インターン受入れ：1名 2 ヵ月間、今後建築、内装、積算分野で受け入れたい。

５．CADオペレーターが必要

６．設計社員の技能は会社のニーズを満足させるレベルではない。

７．色や素材を含めた内装に関する深い知識が必要である。

８．顧客にデザインコンセプトを説明するプレゼンテーションスキルが必要である。

※会社は、広くゆとりのあるモダンなスペース。建築に関連する、インテリア、ランドスケープも

行っている。CADを操作している女性の姿が多い。

企業名・団体名
（所在地）

ABB (Pvt) Ltd
(Lahore)

業種 Electrical Eng’g

企業名・団体名
（所在地）

Pakistan Telecommunication Co. Ltd (PTCL)
(Faisalabad)

業種 Tele-communication

企業名・団体名
（所在地）

Arshad Shahid Abdullah
(Karachi)

業種 建築、内装、施工管理
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１．設立年度：1983 年、従業員数：8名（男 7名、女 1名）

２．従業員の資格：Degree 資格　男 3名、Diploma 資格　男 4名、女 1名　

３．技術教育機関との連携：Women Polytechnic の卒業制作課題の審査を行った。

４．インターン受入れ：2名 2 ヵ月間、建築積算

５．女性雇用について：社会の理解と勤務時間等の法的整備が必要である。

※会社は、かなり老朽化した建物の4階にある。薄暗い廊下の先の8畳ほどの広さの事務所に机が

3つある。この会社は内装設計とは直接関係がない。

１．設立年度：1972 年、従業員数：31 名

２．内装設計スタッフ：男 5名、女 1名

３．設計スタッフの資格：Degree　男 11 名、女 1名、Diploma　男 8 名、女 0名

４．技術教育必要事項：建築・内装の知識、家具デザイン、CADスキル

５．国の技術教育システムには、一貫した仕組みが必要（NOSS、DAE について）

６．女性は内装設計に向いている。

７．昔からの徒弟制度で技術を覚えることが多いが、腕の悪い親方に付いていると当然ながら技術

は向上しない。親方自身も技術訓練が必要となるが、既にプロとしての意識がある年配者を再教

育に向かわせるのは難しい。こういう慣習を変えるには外からの力を借り、新しいシステムのな

かで行う必要がある。同じことは技術指導教員の再教育にもいえることである。JICA等の取り

組みにはそういう効果を期待している。

※大雨のため事務所地域が浸水、訪問不可能。訪ねて来てくれたので話を聞けた。社長自らが校長

としてカラチにデザイン学校を開設。前カラチ建築家協会会長。

１．設立年度：1996 年、従業員数：3名、内装設計スタッフ：男 3 名、女 0名

２．設計スタッフの資格：Degree　男 1 名、Diploma　男 2 名

３．この国の技術教育の必要性を感じている。

４．インターン：受入実績なし。3D CAD、AutoCAD、積算で受け入れたい。

５．建築、内装設計の知識と施工図、詳細図を理解できる能力。

６．作図能力、CADスキルの向上が必要。

７．現場労働者に必ずしもスキルがないということではなく基本的な常識の欠如といった別の問題

を感じることが多い。自分の頭で考えて行動する能力に欠けていたり、働く態度が身についてい

ない者もいる。基本的な工具の使い方を知らない者もおり、基礎教育と、基本技術訓練がFormal、

Informal の両方で必要である。

※大雨のため事務所地域が浸水、訪問不可能。訪ねて来てくれたので話を聞けた。

　社長は現カラチ建築家協会会長。

企業名・団体名
（所在地）

Q.S. Consultants
(Karachi)

業種 建築積算コンサルタント

企業名・団体名
（所在地）

Bilgrami Assoc
(Karachi)

業種 建築、内装設計

企業名・団体名
（所在地）

Husanain Lotita
(Karachi)

業種 建築、内装設計
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１．設立年度：1952 年、従業員数：20 名、内装設計スタッフ：男 4名、女 1名

２．設計スタッフの資格：Degree　男 7 名、女 1名、Diploma　男 7 名、女 0名

３．必要な技術教育： CADスキル、技術製図、色と素材についての知識

５．インターン：建築で女生徒を 4 週間受け入れた。内装でも受け入れたい。

※高層ビルの地下にある。社内はイスラム色が強い雰囲気。女性社員の姿が見られない。

１．設立年度：1992 年、従業員数：185 名

２．必要な技術教育： CAD、プロジェクト管理、エアコン、溶接、配管

３．インターン：実績なし

４．海外の出稼ぎ労働者が、本国へ送金する外貨は、国の経済に大きく貢献しているが、多くのパ

キスタン人労働者は高いスキルをもたないため、スキルに関係のないアシスタント的な仕事しか

できない。そのため賃金もスキルをもって働くフィリピン人、インド人、スリランカ人労働者の

2/3ほどしか稼げない。このような建設分野での出稼ぎ単純労働者に技能訓練を行うことで、GDP

を持続可能で効果的に高めることができるので、政府はもっと力を入れるべきである。

※他社からの紹介で訪ねて来てくれたので話を聞くことができた。

１．設立年度：1988 年、従業員数：60 名、内装設計スタッフ：男 21 名、女 8名

２．設計スタッフの資格：Degree　男 11 名、女 7 名、Diploma　男 21 名、女 8名

３．必要な技術教育：建築、家具、人間工学・色彩・素材の知識、技術製図、CAD

４．インターン受入れ：建築で男 3 名、女 6名、製図で女 4名を各 2ヵ月間

５．学校との連携：社長がカラチ大学、Indus Valley（学校）で教師として建築を指導

６．技能研修は、社内教育 と教育機関を利用するのが良い。

７．この国は長いこと教育にお金をかけなかった。これからは産業界で人材育成に取り組むべきだ

と業界トップ者の集まりで話していたところである。

※大きなビルの中にあり、若手から年配者まで男女混合で働いており、活気が感じられる。

１．設立年度：1981 年、従業員数：250 名、女性従業員の割合：10％くらい

２．この会社は、商業ビル、住宅、高層アパートの建設と販売を行っているが、設計、施工を自社

で行っていない。

３．必要な技術教育：現場では一度に 600 人の職人が入るがパキスタンの職人は腕が良い。

４．当社の現場で見る職人は、学校で学んだ者も、親から学んだ者もいる。老若合わせ腕の良い職

人が共に働いている。

※Eden Tower という新築の自社ビルの中にある。中3階は、フロア全体がArt Gallery のような作

りで、大きな彫刻が飾られ洗練されたゴージャスな雰囲気。一見、何を行っている会社なのか分

からない。お金のあるところには良い職人が集まるのだと思った。

企業名・団体名
（所在地）

Naqvi & Siddiqui Associates
 (Karachi)

業種 建築、内装設計・施工

企業名・団体名
（所在地）

Adnan Asdar
(Karachi)

業種 建築プロジェクト管理

企業名・団体名
（所在地）

The Architects
(Karachi)

業種 建築、内装、施工管理

企業名・団体名
（所在地）

Eden Developers
(Lahore)

業種 不動産開発業



－ 88 －

１．この会社は、パワーステーションの建設を多く手がけており、内装とは関連が薄い。

２．今、緊急なのはLow Cost Houses の建設であることを強調。パキスタンでは、2ベッドルーム

の住宅（アパート）に平均 7人が暮らす。家賃は高く、家賃を払うために 2、3家族が一緒に暮

らし、折半するのが普通。

３．実際の建築・内装の施工を行う配管工、大工、電気工、溶接工といった職種では、高い技術を

もった人材が不足しており、これらの人たちが働きながら基礎知識と技能を向上させるための再

訓練の場が必要である。TEVTAは良くやっている。6～ 9ヵ月のOn the Job、Off the Jobコース

は効果がある。

４．都会では優秀な女性の人材が結婚後家庭に埋もれている。女性が働くことは大賛成。もっと多

くの人材が社会参加すべきである。農村では女性労働者は男より多い。

※社長は博士号をもつ知識人で、パキスタンの一般情報、歴史のあるラホールの建築物について話

を聞くことができた。

１．設立年度：1960 年、年間売上：24 億 PRs. 　

２．従業員数：1,500 名、内装スタッフ：なし

３．必要な技術教育：CAD

４．インターン受入れ：Civil、Supervisor 男 20 ～ 25 名　2ヵ月

　　　　　　　　　　　Civil、Engineers 男 10 ～ 15 名　2ヵ月

５．Certificate レベルの、石工、大工、配管工、足場掛け職人養成訓練を行うべき。

６．鉄骨構造を設計するTeklaというソフトを使うために、ドバイのメーカーから指導員を招いて

社員教育を行っている。このコースは習得に4～5ヵ月かかるが、パキスタンでは他で教えてく

れるところはない。将来的には自社で教育訓練を行うつもりであるが、外部の企業にも訓練の場

を提供したい。

（4）その他（国立機関・商工会議所・大学等）

１．NISTE 設立の経緯

1） 1997 年科学・技術教育推進研究所（IPSET）と 国立技術教員訓練短大（NTTTC）を統合し

て設立された。

2） 機能と役割：①科学・技術の品質教育（HRD を含む）、②教育手法の研究と開発、③国家

及び国際レベルでの科学・技術教育活動の調整、④科学・技術文化の普及

　なお、NISTE のWes Site では、主な目的として、下記のような項目を掲げている。

・科学と技術教育のために研究カリキュラムの開発

・小学、中学、高校の効果的な科学、技術教習用教材の開発

・スタッフ教育（人的資源開発）、技能開発コースと貧困緩和プログラム

・コースは、さまざまな関心を引き起こすように特別に設計される

企業名・団体名
（所在地）

Echo west international
(Lahore)

業種 Engineers & Constructors

企業名・団体名
（所在地）

Izar Construction (Pvt)
(Lahore)

業種 建設工事、プレキャスト、
鉄骨部品製造

企業名・団体名
（所在地）

National Institute of Science and Technical
Education (NISTE) (Islamabad)

業種 国立機関
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・費用対効果がよい Teaching-learning resource 教材と AV教材の開発

・カリキュラムのモニターと評価

・経営情報システムの設立

・科学研究と技術教育についての支援業務

・産業界との連携により科学と技術教育における国内外の機関との調整

・科学、技術教育、新未来技術について大学生と大学院生の研究支援

・科学と技術教育における、プロジェクト / 計画 / 提案の開発

・科学と技術教育における研究と開発

3） 職業訓練から出発したのではない。Degree と教師の訓練が目的。30年の教師の訓練実績が

ある。10 年で、約 1万 2,000 名（毎年 1,000 名）

２．NAVTECとの関係での JICA の提案

1） JICA の支援分野：・CBT、・Autonomy：教育の効率・産業との関係

2） これまでの調査の結果の発見：産業界のニーズとのギャップ：機械、電子・電気、内装設

計の 3分野について調査する。

３．NITSE の“Skilling Pakistan”、NAVTECへの立場： NAVTEC は、最終決定機関であり、責任

がある。NISTE はフィードバックする。

４．教師の訓練

1）全く問題がない。定員：1,200名。BasicとAdvancedがある。外部との関係では、①Balochostan：

UNIDO、②UNESCO：3Dのセミナー、③産業界からの教師に対するフィードバックはある。

５．DAE

1） 改訂する必要がある。Benchmark とリンクさせる必要がある。

2） DAEには、Skill Standard がない。産業界の感覚を教師が取り入れて、カリキュラムを改訂

する必要がある。

3） オーストラリアから、5 年間の義務ベースの改訂が提案されている。

4） NISTE発行のテキストは、125種あるが、定期的な改訂、見直しのルールはない。最近は、

2003年に改訂の協議をしたが、予算がなく、実行できていない。

６．教員訓練のための設備と訓練状況

　Islamabadの本校には教員訓練のための教室、ワークショップ、図書館、宿泊施設などの設備が

整っており、パキスタン各地からの技術教員を受講生として受け入れ再教育・訓練を行っている。

・教育訓練コース：・Science education　・Vocational and technical education  ・Civi　・Electronics

・Electrical　・Refrigeration and Air-Conditioning　・Mechanical ・Auto and diesel　・Computer

　●機械コース設備

　教員養成を目的としているだけあってポリテクニック、カレッジより新しく広い範囲の機材

を擁している。旋盤、フライス盤など基本機械に加えて実用サイズの CNC旋盤やマシニング

センター、ホブ盤などポリテクにはなかった設備を備えている。
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●自動車コース設備

　エンジン動力計と排気ガス分析装置やブレーキテスター、アライメントテスターなど自動車安

全公害にかかわる検査分析ができる機材を備えている。

●電気・電子コース設備

　電力用保護継電器、計装制御設備、PLC、信号計測器、波形分析器、導波管、多目的電子回路

模擬盤、TV修理実習装置、無線システム実験設備などを保有している。

１．NTB設立の経緯と機能

　・1976 年、国家政策及びこの国の職業訓練を推進 / 統制するために設立

　・機能：①　国家レベルにおける最小限の訓練標準とシステムの開発を調整すること

　　　　　②　教師と管理スタッフを強化すること

　　　　　③　国家レベルにおける中央の放送・画像を確立すること

２．NOSS（National Occupational Skill Standard）改訂の状況（プレゼンテーション資料入手）

1） NOSS のカリキュラムの製作や改訂は、産業界、雇用者側、被雇用者側からの代表から成

るTechnical Committeesを編成し、教師用とトレーニー用のカリキュラムとして検討したもの

を審議する。Committeesのメンバーは、各産業界のエキスパートも入っているので、産業界の

ニーズを反映している。産業界等 Stake Holders の状況は、Director が監視している。

　　各コース修了試験：60％Skill、40％知識（うち、数学と物理が半々）：これらの60％できた

ら合格

３．TTC（Technical Training Center）の目的

　①　GⅢ、GⅡのレベルを組織化すること

　②　マーケットのニーズに合った訓練コースを提供すること

　③　私的企業・NGOなどの短期コースを提供すること

　7コース（自動車用機械工、ガス溶接、コンピューターソフトなどを含む）

４．将来のニーズ：①メカトロニクス、②電気通信

５．施設見学：

　①CNC（ドイツ製）、フライス盤、MC：定員10名、②ARC：Air Compressor、Refrigirator、Compressor、

Water Cooler、③Welding：Arc & Gas (Tig)、④機械加工、⑤空圧・油圧、⑥電気配管・配線

６．NOSS を受領：不足分は、後日入手予定

企業名・団体名
（所在地）

National Training Bureau(NTB)　
(Islamabad)

業種 国立機関
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１．パキスタンの問題は、生産性が低いこと。産業の 65％は繊維産業であり、労働者の 40％が従

事、GDPの 8.5％（製造業ベースでは、34％）。それに続いて、プラスチック、皮革、エンジニア

リング（ものづくり）、スポーツ用品など。自動車、セメントもある。

２．産業市場の状況：①中国との FTAにより、中国からの安値商品が流入〔セパレート型エアコ

ンは、三菱製（タイ製造）の半分の価格〕。②建物の空調設備は、完全に韓国製。③L/Gなどの

外国メーカーが、CKDあるいは SKDで、当地で組み立て。

３．パキスタン人は、能力があるが、仕組みが悪い。NAVTEC は、われわれの意見を入れていな

い。ポリテクニックは、これまで真剣に、産業と向き合っていない。問題は、出席率が悪いこと。

90％出席させれば、変化させることができる。いい先生もいない。日本は、ゼロベースで、改革

プログラムをつくってほしい。

１．JICAミッションの目的説明：教育と訓練の調査チーム。目的は、教育機関と産業についての

情報収集。産業と教育の gap を特定すること。

２．パキスタンのポテンシャル：①人口 1億 6,000 人、うち 25 歳以下が 1億人。②教育と訓練の

ニーズが大きい。③地勢学的な位置：多くの国への回廊。西中国へのつながり。中国は、パイプ

ラインに厳しい。④非識字者への協力の要求。50％以上の子どもが学校に行けない。68％が農業

に依存し、教育を受けていない。

３．教育のニーズ：①教育訓練は必要。建設業は、ブームであるが、作業者が不足。②高度教育：

50万人から280万人へ。③Ph. Dを 1,000人に。④大学と産業の関係改善のためには、連携する

か、データベースも整備が必要。

４．CSRプロジェクト、中級、高級の生産ベースへの移行：新技術、イノベーション、TQM、KM、

KAIZEN のWorkshop 開催（3日間）100 人参加、高度の刺激

１．会頭より、日本への敬意、協力の要請。機械・技術を買うが、扱いに苦労している。

２．副会頭は、NAVTECの地域の議長をしている。NAVTECは、3ヵ月のコースはやれるが、9～

10ヵ月のコースはできない。TEVTAは、まだ成功していない。問題は、学校側が自分たちの仕

組みの中にいて、新しいコースもつくれない。新しい学校（農業機械など）がほしい。

３．IT 技術では、世界的には、組み込みソフト技術者が足りない。

企業名・団体名
（所在地）

Karachi Chamber Of Commerce & Industry
(Karachi)

業種 商工会議所

企業名・団体名
（所在地）

The Lahore Chamber of Commerce and industry
(Lahore)

業種 商工会議所

企業名・団体名
（所在地）

Chamber of Commerce and Industries
(Faisalabad)

業種 商工会議所
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１．設立年度：2002年。私立病院をもつMADINAグループがつくった私立大学で、Health Science、

Engineering & Technology、Management Studies、Arts & Social Sciences の 4つのCollegeに分かれ

ている。キャンパスも男女別である。女子キャンパスには有名な建築家の設計によるメインビル

がある。大理石をふんだんに使いイスラム様式を現代的に取り入れた美しい建物である。

２．Engineering & Technology を見学したが、GCT やポリテクとの連携はない。

※私立大学の女性用コースの見学であったが、良家の子女が実家を離れて大学教育を受けるための

安全で豪華な設備をもった学校という印象であった。政府機関とは雲泥の差が歴然である。

企業名・団体名
（所在地）

The University of Faisalabad
(Faisalabad)

業種 大　学
















































	付属資料
	１．調査日程
	２．各学校調査情報
	３．訪問先企業概要
	４．産業界からのニーズによるポリテク/ 短大のチャレンジ技術
	５．DAE コースカリキュラム
	６．Sindh 州TEVTA 創設に関する官報公示
	７．Centres of Excellence のコンセプト




